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広  島  県 

  



 

 

 

 

 

目   次 

 

頁 

 

1. アンケート調査概要 ························································   1  

 

2. アンケート調査票 ··························································   3  

 

3. アンケート調査結果(単純集計) ··············································   5  

 

4. アンケート調査結果(クロス集計) ·············································· 14 

 

5. アンケート調査結果による河川整備計画への反映 ································ 23 

 

 



 

- 1 - 

1. アンケート調査概要 

（1）目的 

本アンケートは，流域内及び氾濫原に居住する住民意見を聴取することを目的としている。聴

取した意見については集計を行い，結果を河川整備計画に反映させた。 

集計方法は単純集計，クロス集計とした。クロス集計は，委員のご意見を踏まえ，身近な河川

ごとの特性を把握するため実施した。 

 

（2）調査対象者 

アンケート調査は，紙媒体の調査と WEB 調査を実施した。 

紙媒体では，流域内及び氾濫原の各世帯を対象として日本郵便株式会社のサービスである「タ

ウンプラス」を使用し，WEB 調査では広島県 HP に公開し回答を得るものとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート配布範囲 

※流域及び氾濫原に関わる対象の地域とした上で，呉市安浦町には山間部や流域外及び氾

濫原とならない地区を除き，配布範囲を設定した。 
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（3）配布数 

＜紙媒体＞ 

3,850 部：日本郵便株式会社の各戸郵便受け設置数による集計 

＜WEB 媒体＞ 

無制限：広島県 HP に紙媒体と同じ内容のアンケート（Excel 形式）を掲載 

 

（4）配布方法 

紙媒体の配布は，次のとおりとした。 

配布方法:アンケート用紙及び返信用封筒（長３）在中の封筒（角２）を郵便局に持ち込み，ポ

ストに投函 

 

（5）アンケート調査期間 

アンケート調査期間は，次のとおりとした。 

＜紙媒体＞ 

 ・差出期間(配布期間) 

令和 2 年 10 月 26 日（月） ～ 令和 2 年 10 月 30 日（金） 

・アンケート調査期間 

令和 2 年 10 月 30 日（金）～ 令和 2 年 11 月 13 日（金）（14 日間） 

 ※令和 2年 12 月 15 日現在で回答があったものはすべて対象とした。 

＜WEB 媒体＞ 

・アンケート調査期間 

令和 2 年 10 月 30 日（金）～ 令和 2 年 11 月 13 日（金）（14 日間） 

 

（6）アンケート回収率 

アンケート回収率は以下のとおりである。 

なお，自由意見に関しては，令和 2 年 11 月 14 日に開催された「野呂川・中畑川における平成

30 年 7 月豪雨からの取り組みと今後の河川改修に関する説明会」において，「意見シート」で提

出された意見も含めて整理した。 

 

アンケート回答率等一覧表 

形式 配布数 回答数 自由意見数 回収率 

紙 3,850 1,150 336 29.87％ 

WEB 無制限 5 3 ― 

地元説明会 ― ― 13 ― 

合計 ― 1,155 352 ― 

※令和 2 年 12 月 15 日消印のあるものを対象とした。       
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2. アンケート調査票 

アンケート調査票は，以下に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

- 4 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 5 - 

3. アンケート調査結果(単純集計)

 

 

 

 

年齢構成で最も多いのは「70 歳以上」であり，続いて「60 代」，「50 代」の割合が高く，60 歳

以上の回答者が全体の約 70％と高い割合を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原則として，呉市安浦町に配布しており，無回答の方を除き，その他の地域を回答された方は

いない。 

 

 

 

身近に感じる河川としては，野呂川本川が約 30％を占めている。次いで「中畑川」（約 25％），

「中切川」（約 20％）が多く，約 70％を 3河川が占めている。 

後述のクロス集計は，野呂川，中畑川，中切川，その他河川の 4区分で実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.1 基本属性 

質問１.あなたの年齢を教えて下さい 

質問３. 野呂川水系において「最も身近な河川」はどれですか 

28.5%

23.5%

19.0%

10.2%

14.5%

2.6% 1.7%
回答数 1155 

回答数 1155 

野呂川

中畑川

中切川

その他の川

身近な川はない

複数回答

無回答

２０歳未満

２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０歳以上

複数回答

無回答

0.1%
0.6%

3.5%

9.1%

14.8%

24.8%

46.7%

0.1%

0.3%

質問２. あなたのお住まいの地域を教えてください 
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川から「徒歩 5 分以内」と回答した人が最も多く約 40％を占めている。次いで，「川沿い」の

割合が高く，5分以内の回答者が全体の約 60％と高い割合を占めている。 

河川周辺にお住まいの方の回答が多いことがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「昭和 50 年以降」から住んでいると回答した人が最も多く約 30％を占め，野呂川ダム完成後

からお住まいの方は，全体の約 60％を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年 7 月豪雨以外に水害を経験したことのない方が約 70％であり，野呂川ダム完成後に

ほとんど水害が発生していないことがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

質問４.あなたが現在お住いの場所は，「身近な川」からどのくらいの距離ですか 

質問５－１.あなたはいつから現在の場所にお住まいですか 

質問５－２ 現在お住まいの場所で平成 30 年 7 月豪雨以外に水害を経験したことがありますか 

22.1%

38.2%13.1%

6.3%

7.4%

0.3%

12.6%

4.5%

10.8%

12.7%

31.7%

9.6%

19.0%

11.6%

17.4%

69.3%

13.3%

回答数 1155 

回答数 1155 

回答数 1155 

川沿い

徒歩５分以内

徒歩５分～１０分

徒歩１０分～２０分

徒歩２０分以上

複数回答

無回答

12.7%

平成３１年以降

平成２１年以降

平成１０年以降

昭和５０年以降

昭和４０年以降

昭和４０年より前

無回答

ある

ない

無回答
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「身近な川」に訪れる頻度は，週に 2～3 回以上が約 50％を占めている。一方で，年に数回以

下が約 20％程度であり，河川とつながりの深い地域であることがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「身近な川」を訪れる主な目的としては，徒歩や自転車・車による通過が約 45％を占め，最も

多い。次いで，「散歩・ジョギング」(約 20％)が多い。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

質問６.「身近な川」に訪れるのはどの程度ですか 

質問７.「身近な川」を訪れる主な目的は何ですか 

37.2%

12.0%

7.6%5.5%

13.3%

9.4%

14.9%

22.4%

24.2%

17.0%0.7%

0.5%

0.1%

0.1%

2.1%

6.6%

7.2%

6.9% 12.2%

回答数 1555 

(複数回答) 

回答数 1155 

ほぼ毎日

週に２～３回

週に１回程度

月に２～３回

年に数回

行ったことがない

無回答

徒歩による通過
自転車・車による通過
散歩・ジョギング
水遊び
魚釣り
キャンプ・ピクニック
スポーツ
地域の催し
草刈り
その他
とくにない
無回答
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河川に対し感じていることとして，「水辺で休息・散策ができ，遊べる川」，「よく維持管理され

た川」と回答される方が約 4％と選択肢の中では最も少ない。 

親水性や維持管理に課題があるとも推測されるが，「その他」の 10％程度の方が「どのような

印象」をお持ちなのかを分析する必要がある。⇒クロス集計へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後，川に対して期待することとしては「水害が起こらず安心できる川にしてほしい」が約 35％

と最も多く，次いで「維持管理が行き届いた川にしてほしい」（約 15％）となっている。 

質問８から維持管理に関する要望が大きくなっていると推測されるが，平成 30 年 7 月豪雨への

対応に対する期待が最も伺える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.2 川に対して感じていること 

質問８.現在，「身近な川」に対してどのように感じていますか 

質問９.今後，川に対して特に何を期待しますか 

12.5%

14.5%

4.2%

15.6%

21.3%

4.1%

5.2%

10.4%

12.2%

33.4%

10.4%

6.3%
2.1%

12.7%

5.3%

15.1%

5.7%

1.9%
1.4% 5.6%

回答数 1700 

(複数回答) 

回答数 2522 

(複数回答) 

水害が起こらず，安心できる川である

色々な動植物が育成・生息している，自然豊かな川である

水辺で休息・散策ができ，遊べる川である

きれいな水が流れている川である

農業などに利用されている川である

よく維持管理された川である

今まで渇水被害を受けていない川である

その他

無回答

水害が起こらず，安心できる川にしてほしい

色々な動植物が生育・生息する川にしてほしい

水辺で休息・散策ができ，遊べる川にしてほしい

手を加えない自然のままの川にしてほしい

きれいな水が流れている川にしてほしい

農業などに利用できる川にしてほしい

維持管理が行き届いた川にしてほしい

渇水が起きない川にしてほしい

現状のままで満足している

その他

無回答



 

- 9 - 

 

 

平常時の関わりに関しては，「地域住民」が何らかの形で参画した「河川の維持管理」と回答さ

れている方が，約 45％を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問１０.平常時における川との関わり方に関する考えに，最も近いものを選んでください 

3.3%

16.8%

24.9%

9.7%

9.6%
1.3%

0.9%

33.5%

地域住民が積極的にボランティア活動を行い，行政に代わり主体的に地域の川の維持管理を行う

地域住民と行政が連携して，役割を決めながら維持管理を行う

基本的には行政主導で，希望する地域住民に声かけや支援を行いながら維持管理を行う

行政が全て維持管理を行う

わからない

その他

複数回答

無回答

回答数 1155 
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過去に洪水被害に遭っているから

テレビ・ラジオの報道を聞いたから

インターネット（パソコン・携帯電話・スマートフォン）で情報を見たから

呉市からの避難情報を聞いたから

野呂川の浸水想定区域図を見ていたから

親類・近隣住民等に言われたから

その他

 

 

 

 

避難の有無は，「②いいえ」との回答が約 80％を占め，「①はい」と答えた人の割合(約 15％)

を大きく上回っている。 

平成 30 年 7 月豪雨は，甚大な被害が発生した洪水であり，避難行動のあり方について，河川管

理者，自治体，地域住民が一体となった取り組みが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難された方の避難理由は「呉市からの避難情報」が約 30％を占めており，次いで，「親類・

近隣住民等に言われたから」が多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.8%

19.2%

10.5%

28.3%

2.7%

24.2%

2.3%

3.3 洪水に対する防災意識について 

質問１１.平成 30 年 7 月豪雨の際，あなたは避難しましたか。 

質問１２.質問１１で「①はい」を選択された理由をお聞かせください 

16.6%

79.3%

1.0%
3.0%

回答数 1155 

回答数 192 

(複数回答) 

はい

いいえ

わからない

無回答
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避難しなかった理由は「安全だと思ったから」が約 40％を占め最も多くなっている。次いで，

「過去に洪水被害に遭っていないから」が約 25％を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災情報の収集を行う際に，最も利用するものとしては「テレビ・ラジオ」（約 40％），次いで，

「インターネット」が約 20％を占めている。 

市町の防災無線や広報車を利用されて方が少ない傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問１３. 質問１１で「②いいえ」（避難しなかった）理由をお聞かせください 

質問１４.あなたが防災情報の収集を行う際に，最も利用するものは何ですか 

23.5%

38.5%

9.9%

2.8%

2.4%

4.6%
16.9%

回答数 928 

(複数回答) 
過去に洪水被害に遭っていないから

安全だと思ったから

避難しようとした際には，既に避難できない状況になっていたから

テレビ・ラジオ，インターネット，呉市からの避難情報を知らなかったから

避難場所がわからないから

野呂川の浸水想定区域図を見たことがなかったから

なんとなく

その他

テレビ・ラジオ

インターネット（パソコン・携帯電話・スマートフォン）

市町の防災無線・広報車

周囲の人から聞く

その他

複数回答

無回答

39.8%

21.8%

17.5%

2.5%

0.5% 11.5%

6.3%

回答数 1155 
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防災に関する知識の入手方法は，「テレビ・ラジオ」が最も多く，約 40％を占めている。 

次いで，「自治体などのパンフレット」，「インターネット」となっており，それぞれ約 20％と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問１５.防災に関する知識を，あなたはどのように入手していますか 

42.5%

12.3%

1.0%

16.0%

18.1%

1.1%

6.5%1.1% 1.3%
回答数 2182 

(複数回答) テレビ・ラジオ

新聞・雑誌

学校での教育

インターネット

自治体などのパンフレット

自治体やNPOなどによる講演会

自治会など地域の集会

その他

無回答
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アンケートの回答者数 1,155 に対し，339 名の方々がご回答いただいている。 

また，地元説明会において，13 名の方々に「意見シート」を提出いただいており，合計 352

名の方々から自由意見をいただいた。 

自由意見を踏まえ，河川整備計画の大項目である「治水」，「利水」，「河川環境」，「維持管理」

に分類し，該当しないご意見・ご要望を「その他」とした。 

 

【自由意見の特徴】 

・自由意見に関しては，治水，維持管理，その他が約 30％となっている。 

・よって，維持管理，その他を治水，利水，河川環境に分類した結果，約 80％が治水に関する

ご意見・ご要望となっており，平成 30 年 7 月豪雨への対応等が挙げられている。 

・自由意見をさらに中分類，小分類と分割した場合，合計 409 のご意見，ご要望をいただいてお

り，代表的なご意見を踏まえた「河川整備計画」への反映が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自由意見の分類割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【参考】治水・利水・河川環境の分類 

 

 

3.4 その他（自由意見） 

質問１６.その他，河川全般についてお気づきの点などありましたら，お聞かせください 

大分類 中分類 小分類 人数 【参考】備考
安全安心な川づくり 48

整備方法 28
流域治水 3
事前放流 13
操作方法 9

土砂・流木対策 13
高潮対策 1
情報提供 17
避難行動 7
防災対策 3
住民参画 2

ハザードマップ 1
農業用水確保 2

河川環境の保全 1
全般 整備と保全 5

動植物 保全対策 11
河川利用 親水対策 10

水質 保全対策 1
全般 22

河床堆積・樹木 50
治山・砂防 14

ダム 8
護岸 7

利水 取水堰 3 利水
ゴミ対策 2
河川利用 1

その他 河川周辺 7 その他
災害復旧 46
災害要因 16
まちづくり 11

行政への意見 10
地元説明会 4

環境・防災教育 3
アンケート 2

小河川 17
ため池 5

内水(水路・ポンプ場) 4
橋梁の新設 1

利水 用水路 1 利水
409

その他

全般

治水

全般

ダム

治水

その他

治水

河道

ソフト対策

合計

治水

利水

河川環境

治水

河川環境

利水 ダム

河川環境

維持管理

治水

河川環境

治水
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4. アンケート調査結果(クロス集計) 

身近な河川(質問３)で野呂川，中畑川，中切川，その他河川の 4 河川と回答された方の設問ご

との意見をクロス集計し，河川毎の特性について，分析を行った。(質問２，質問１６は除く) 

 

 

 

 

 

中畑川は，安浦市街地を流下しているが，他河川と比較すると 50 代以下の方が約 40％と多く

なっており，特に 40 代の割合が他河川よりも多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河川に近い方(徒歩 5 分以内)に着目すると，野呂川(約 70％)，中畑川(約 80％)の割合が高く，

中切川は 60％未満となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4.1 基本属性 

質問１.あなたの年齢を教えて下さい。 

質問４.あなたが現在お住いの場所は，「身近な川」からどのくらいの距離ですか 

0% 0% 0% 0%1%
1% 1%

0%
2% 6% 4% 1%

9%

17%

7%
3%

13%

17%

16%

8%

24%

20%

30%

25%

51%

39% 43%

63%

0% 0% 0% 1%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

①
野
呂
川

②
中
畑
川

③
中
切
川

④
そ
の
他
の
川

無回答

７０歳以上

６０代

５０代

４０代

３０代

２０代

２０歳未満

25%
30%

21%
31%

46%

49%

35%

43%

15%

15%

14%

15%

5%

3%

13%

8%
8%

2%

17%

2%
1%

0%
0% 0%0% 0% 0%

2%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

①
野
呂
川

②
中
畑
川

③
中
切
川

④
そ
の
他
の
川

無回答

複数回答

徒歩２０分以上

徒歩１０分～２０分

徒歩５分～１０分

徒歩５分以内

川沿い
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中畑川に関しては，平成 10 年以降からお住まいの方が約 40％を占めており，質問１の年齢層

と傾向が類似している。（安浦市街地の新興住宅街に位置すると考えられる） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年 7 月豪雨以外の水害経験について，河川毎に大きな特性はないが，中切川の水害経験

が最も少なくなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

質問５－１.あなたはいつから現在の場所にお住まいですか 

質問５－２ 現在お住まいの場所で平成 30 年 7 月豪雨以外に水害を経験したことがありますか 

4% 8% 3% 3%

9%

21%

12%

2%

14%

13%

17%

12%

40%

22% 40%

36%

10%
9%

12%

14%

21%
25%

15%

33%

1% 1% 0% 0%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

①
野
呂
川

②
中
畑
川

③
中
切
川

④
そ
の
他
の
川

無回答

昭和４０年より前

昭和４０年以降

昭和５０年以降

平成１０年以降

平成２１年以降

平成３１年以降

20% 21% 17%
27%

77% 75% 81%
69%

3% 3% 2% 4%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

①
野
呂
川

②
中
畑
川

③
中
切
川

④
そ
の
他
の
川

無回答

ない

ある
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「身近な川」を訪れる程度について，河川からの距離と比例し，中畑川，野呂川，中切川の順

序で，訪れる頻度が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「身近な川」を訪れる主な目的について，河川毎に大きな特性はないが，河川からの距離に比

例して，中切川の「徒歩による通過」が野呂川，中畑川と比較して少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

質問６.「身近な川」に訪れるのはどの程度ですか 

質問７.「身近な川」を訪れる主な目的は何ですか 

45% 46%
37%

47%

16% 15%

11%

10%

6%
10%

10%

11%

6%
6%

5%

6%

16%
13%

18%

11%

6%
8%

15% 8%

6%
1% 4% 7%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

①
野
呂
川

②
中
畑
川

③
中
切
川

④
そ
の
他
の
川

無回答

行ったことがない

年に数回

月に２～３回

週に１回程度

週に２～３回

ほぼ毎日

25% 28%
18%

30%

28%
27%

30%
14%

22% 18%

19%

15%

1%

1% 0%
1%

1%
1%

0%

0%

0%
0%

0%

0%

0%
0%

0%

0%

2%
2%

3%

3%

4% 9%

7%

12%

8% 6%

6% 15%

4% 5%
12%

7%

4% 3% 4% 4%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

①
野
呂
川

②
中
畑
川

③
中
切
川

④
そ
の
他
の
川

無回答

とくにない

その他

草刈り

地域の催し

スポーツ

キャンプ・ピクニック

魚釣り

水遊び

散歩・ジョギング

自転車・車による通過

徒歩による通過
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13% 13% 13%
9%

18%
14% 12%

12%

6%

4%
4%

1%

16%

16%
17%

15%

19%

16%

27%

37%

4%

5%

4% 3%
5%

3%

7% 6%

9%

16%

9% 9%

7%
6%

4% 6%
3%

7%
4% 2%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

①
野
呂
川

②
中
畑
川

③
中
切
川

④
そ
の
他
の
川

無回答

⑨ ①～⑦について具体的な理由があればお

書きください

⑧ その他

⑦ 今まで渇水被害を受けていない川である

⑥ よく維持管理された川である

⑤ 農業などに利用されている川である

④ きれいな水が流れている川である

③ 水辺で休息・散策ができ，遊べる川であ

る

② 色々な動植物が育成・生息している，自

然豊かな川である

① 水害が起こらず，安心できる川である

13% 13% 13%
9%

18%
14% 12%

12%

6%

4%
4%

1%

16%

16%
17%

15%

19%

16%

27%

37%

4%

5%

4% 3%
5%

3%

7% 6%

6%

14%

7% 7%
3%

2%

2% 1%
7%

6%

4% 6%
3%

7%
4% 2%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

①
野
呂
川

②
中
畑
川

③
中
切
川

④
そ
の
他
の
川

無回答

⑨ ①～⑦について具体的な理由があればお書

きください

⑧-2 その他

(水害が起こる危険な川である以外の回答)

⑧-1 その他(水害が起こる危険な川である)

⑦ 今まで渇水被害を受けていない川である

⑥ よく維持管理された川である

⑤ 農業などに利用されている川である

④ きれいな水が流れている川である

③ 水辺で休息・散策ができ，遊べる川である

② 色々な動植物が育成・生息している，自然

豊かな川である

① 水害が起こらず，安心できる川である

 

 

 

 

中切川の特性として，「農業などに利用されている川である」という回答が約 30％多い。なお，

単純集計と同様に，「維持管理」「親水性」の回答が少なくなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【「⑧その他」について】 

中畑川の特性として，「その他」という回答が他河川の 2倍近く(16％)と多くなっているため，

具体的な記述事項を整理した結果，その他（水害が起こる危険な川）と記述された方が約 80％を

占めていることが明らかとなった。 

よって，その他を 2 つ(⑧-1，⑧-2)に分類した結果，「危険な川」と回答されている方が，中

畑川 14％と野呂川，中切川の 2倍となっている。 

これは，平成 30 年 7 月豪雨の印象としての回答であることが伺える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.2 川に対して感じていること 

質問８.現在，「身近な川」に対してどのように感じていますか 

※その他(水害が起こる危険な川である)は，その他の意見のうち，水

害に対する不安等を述べているものを抽出し，集計したもの。 
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今後の川に対する期待については，どの河川も「水害への対応」「維持管理の徹底」が大きな

割合を占めている。この結果は，後述する自由意見からも伺える結果である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平常時における川との関わりについては，河川毎に大きな特性はない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問９.今後，川に対して特に何を期待しますか 

質問１０.平常時における川との関わり方に関する考えに，最も近いものを選んでください 

7% 7%
2%

6%

25%
29%

27%
25%

40%
38%

39%
32%

16% 15%

16%

12%

9% 10% 14%

18%

1%
2% 1%

4%

2%
0% 1%

3%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

①
野
呂
川

②
中
畑
川

③
中
切
川

④
そ
の
他
の
川

無回答

その他

わからない

行政が全て維持管理を行う

地域住民が行政の代わりとして主

体的に行う

地域住民と行政が連携して行う

基本的には行政主導で行う

32% 35% 34%
30%

11%
10% 11%

9%

7% 5% 7%

3%

2% 1%
2%

3%

13% 13%
13%

9%

5% 4%
4%

9%

14% 18% 14%

17%

6%
6% 5%

8%

1%
1% 3% 4%1%
1% 1% 2%

6% 5% 4% 5%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

①
野
呂
川

②
中
畑
川

③
中
切
川

④
そ
の
他
の
川

⑪ ①～⑨について具体的な理由があればお

書きください

⑩ その他

⑨ 現状のままで満足している

⑧ 渇水が起きない川にしてほしい

⑦ 維持管理が行き届いた川にしてほしい

⑥ 農業などに利用できる川にしてほしい

⑤ きれいな水が流れている川にしてほしい

④ 手を加えない自然のままの川にしてほし

い

③ 水辺で休息・散策ができ，遊べる川にし

てほしい

② 色々な動植物が生育・生息する川にして

ほしい

① 水害が起こらず，安心できる川にしてほ

しい
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平成 30 年豪雨の際の避難の有無について，避難した方の割合が，全体の 20％に対し，中畑川，

野呂川，中切川の順序となっている。 

平成 30 年 7 月豪雨の被災状況と比例している結果であるが，単純集計でも述べたように避難し

た方の割合が少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.3 洪水に対する防災意識について 

質問１１ 平成 30 年 7 月豪雨の際，あなたは避難しましたか。 

19%
28%

10% 13%

77%

69%

86% 82%

1% 1% 0%
0%

3% 2% 3% 5%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

①
野
呂
川

②
中
畑
川

③
中
切
川

④
そ
の
他
の
川

無回答

わからない

いいえ

はい
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5%
11% 9% 13%

11%

15%
22%

19%
6%

6%

20%

3%22%

19%

20%

28%
6%

0%

0%

0%22% 21%

13%

13%

2%
1%

2%

3%

18% 22%

9%

6%

8% 6% 4%

16%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

①
野
呂
川

②
中
畑
川

③
中
切
川

④
そ
の
他
の
川

その他(家屋浸水状況、周辺状況から判

断以外)

その他(家屋浸水状況、周辺状況から判

断)

なんとなく

親類・近隣住民等に言われたから

野呂川の浸水想定区域図を見ていたから

呉市からの避難情報を聞いたから

インターネットで情報を見たから

テレビ・ラジオの報道を聞いたから

過去に洪水被害に遭っているから

5%
11% 9% 13%

11%

15%
22%

19%
6%

6%

20%

3%22%

19%

20%

28%
6%

0%

0%

0%22% 21%

13%

13%

2%
1%

2%

3%

26% 28%

13%

22%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

①
野
呂
川

②
中
畑
川

③
中
切
川

④
そ
の
他
の
川

その他

なんとなく

親類・近隣住民等に言われたから

野呂川の浸水想定区域図を見ていた

から

呉市からの避難情報を聞いたから

インターネットで情報を見たから

テレビ・ラジオの報道を聞いたから

過去に洪水被害に遭っているから

 

 

 避難した理由について，野呂川，中畑川の特性が類似しており，中切川の特性が他 2 河川と異

なっている。特に野呂川，中畑川は「その他」の割合が最も多く，分析が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【「その他」について】 

野呂川，中畑川の特性として，「その他」という回答が最も多いため，具体的な記述事項を整

理した結果，その他（家屋浸水状況，周辺状況から判断）と記述された方が約 70％～80％を占め

ていることが明らかとなった。 

よって，その他を 2つに分類し，野呂川，中畑川は，平成 30 年 7 月豪雨時に住民の方々が自ら

の目で状況の確認を行い，避難行動をとった方が多いと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問１２.質問１１で「①はい」を選択された理由をお聞かせください 

※その他(家屋浸水状況，周辺状況から判断)は，その他の意見の内，

家屋の浸水を受けたもの，河川の水位，雨の状況について，自らの目

で判断した意見を述べているものを抽出し，集計した。 



 

- 21 - 

 

 

 

避難しなかった理由について，避難した理由と同様に，野呂川，中畑川の特性と中切川の特性

が異なっている。特に，「避難しようとした際には避難できない状況」という意見が野呂川，中

畑川で多くなっており，中切川においては，少ない割合となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災情報の収集方法は，河川毎に大きな特性はないが，中畑川の「テレビ・ラジオ」，「イン

ターネット」の割合が高くなっている。 

これも，年齢層と比例していると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問１３. 質問１１で「②いいえ」（避難しなかった）理由をお聞かせください 

質問１４.あなたが防災情報の収集を行う際に，最も利用するものは何ですか 

40%
46% 46% 48%

24%

29%
23% 20%

21%

16%
21% 23%

6%

4%
2%

4%2%

1%
0%

1%7%
4%

8% 5%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

①
野
呂
川

②
中
畑
川

③
中
切
川

④
そ
の
他
の
川

無回答

その他

周囲の人から聞く

市町の防災無線・広報車

インターネット（パソコン・携

帯電話・スマートフォン）

テレビ・ラジオ

18%
21%

26%
33%

35% 31%

44%
37%

14% 16%

3%
8%

3%
5%

1%

2%

2%
2% 0%

0%

3%
3% 2%

1%
5% 3% 6%

7%

19% 19% 16%
11%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

①
野
呂
川

②
中
畑
川

③
中
切
川

④
そ
の
他
の
川

その他

なんとなく

野呂川の浸水想定区域図を見たこと

がなかったから

避難場所がわからないから

テレビ・ラジオ，インターネット，

呉市からの避難情報を知らなかった

から
避難しようとした際には，既に避難

できない状況になっていたから

安全だと思ったから

過去に洪水被害に遭っていないから
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防災情報の知識の入手方法も，河川毎に大きな特性はないが，中畑川の「インターネット」の

割合が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

質問１５.防災に関する知識を，あなたはどのように入手していますか 

43% 42% 44% 41%

12%
11%

13%
12%

1%
2%

1%
0%

16% 18%
15%

12%

19% 16%
18%

18%

1%
2%

0%

2%

6%
7% 5%

13%

1% 2% 1% 1%1% 1% 2% 1%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

①
野
呂
川

②
中
畑
川

③
中
切
川

④
そ
の
他
の
川

無回答

その他

自治会など地域の集会

自治体やNPOなどによる講演会

自治体などのパンフレット

インターネット

学校での教育

新聞・雑誌

テレビ・ラジオ
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5. アンケート調査結果による河川整備計画への反映 

 

アンケート結果による河川整備計画への反映としては，単純集計結果，自由意見集約結果，ク

ロス集計結果(河川毎)より，単純・クロス集計結果の分析結果が，自由意見の集約結果と類似して

いると考えられる。つまり，自由意見を河川整備計画へ反映することにより，単純集計・クロス

集計の分析結果を反映可能と考えられる。 

 

以上より，アンケート調査結果による河川整備計画への反映に関しては，以下に示す項目につ

いて，河川整備計画への反映を行った。(本文の修正) 

また，各項目に対する回答を次頁に添付するものとした。 

 

河川整備計画への反映 

事前放流に関する意見 河川整備計画への反映(追記事項) 

・大雨注意報は天気予報により

早めにわかるので，人命第一

で事前放流を担当者で判断で

きる仕組みを作ってもらいた

い。 

・大雨，台風のなどの時は早め

に対応してほしい。 

野呂川ダムによる洪水調節機能強化の取組について，以下

のとおり，本文に追記しました。 

 

【本文追記事項】 

●P15   

【2.2 洪水，高潮による災害の発生の防止又は軽減に関する

事項】 

 

さらに，地球温暖化に伴う気候変動等の影響により，極め

て大規模な災害が発生する懸念が高まっていることも踏ま

え，施設では守り切れない洪水等は必ず発生するとの考えに

立ち，想定される規模を超える洪水や高潮，津波が発生した

場合においても，その被害を最小限に抑えるため，野呂川ダ

ムの事前放流等による洪水調節機能の強化や，関係機関や沿

川住民と連携し，高齢者などの要配慮者にも配慮した情報伝

達方法，警戒避難体制等の整備を図るとともに，ハザードマ

ップを作成する自治体の支援等，総合的な被害軽減対策を進

めます。 
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自由意見に対する回答【１／３】 
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自由意見に対する回答【２／３】 
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自由意見に対する回答【３／３】 

 

 

 

 


